
①住民一人当たり指数 単位：円年度末人口（３月３１日）（住民一人当たり） 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結資産額（BS） 2,413,719 3,473,992            - 2,388,056 3,427,230            -負債額（総額）（BS） 354,512 1,327,193            - 365,556 1,316,892            -負債額（公債）（BS） 296,992 763,768            - 310,703 754,156            -純資産額（BS） 2,059,207 2,146,798            - 2,022,500 2,110,338            -人件費（PL）            -            -            - 74,086 76,661            -人件費（CF）            -            -            - 74,029 76,429            -行政コスト（PL）            -            -            - 355,196 514,376            -②【資産形成度】これまでに形成された資産が、歳入の何年分に相当するかを表す。 単位：年一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結           -            -            - 5.6 5.0            -算定式：(BS)資産合計／（（CF)業務収入＋(CF)臨時収入＋(CF)投資活動収入＋(CF)財務活動収入＋（CF)前年度末資金残高） ※高い程社会資本整備が進んでいる③【資産形成度】有形固定資産の償却資産について、耐用年数に対して資産の取得からどの程度経過しているのかを表す。 単位：％一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結58.3 47.5            - 59.7 49.0            -算定式：(BS)減価償却累計額合計／(BS)取得原価合計（土地、立木竹、建設仮勘定を除く） ※高い程老朽化が進んでいる④【世代間公平性】地方公共団体が持つ資産のうち返済義務の無い資産（純資産）の割合、すなわち現世代（住民）の持分の割合を示す。　 単位：％一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結85.3 61.8            - 84.7 61.6            -算定式：(BS)純資産合計／(BS)資産合計 ※低い程将来世代に負担が先送り⑤【世代間公平性】社会資本の整備の結果を示す有形固定資産のうち、将来世代の負担（地方債）によって形成されている比率。 単位：％社会資本等形成の世代間負担比率 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結（将来世代負担比率） 14.0 24.6            - 14.9 24.6            -算定式：（(BS)地方債＋(BS)1年内償還予定地方債）／（BS)有形固定資産 ※高い程将来世代が負担する割合が高い⑥【持続可能性（健全性）】財務的収支を除いた歳入のバランスを示す。 単位：千円一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結           -            -            - △ 257,704 208,422            -算定式：（(CF)業務活動収支＋(CF)支払利息支出）＋(CF)投資活動収支 ※経年比較

平成26年度15,016

平成26年度
平成26年度
平成26年度

平成26年度
平成26年度

歳入額対資産比率
資産老朽化比率
純資産比率
基礎的財政収支（プライマリーバランス）

平成27年度15,110
平成27年度
平成27年度
平成27年度
平成27年度
平成27年度



⑦【持続可能性（健全性）】実質債務（地方債や退職手当引当金等から充当可能な基金等を控除した債務）が、経常的に確保できる資金（業務活動収支の黒字分）の何年分あるかを表す。 単位：年一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結           -            -            - 5.6 11.1            -　充当可能基金（円） 2,990,136,625 3,085,851,248算定式：（（(BS)地方債＋(BS)1年内償還予定地方債+(BS)退職手当引当金＋(BS)賞与等引当金）－(BS)充当可能基金）／（(CF)業務収入－(CF)業務支出） ※低い程返済能力が高い⑧【持続可能性（健全性）】純資産に対する負債の割合を表す。 単位：％一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結17.2 61.8            - 18.1 62.4            -算定式：(BS)負債合計／(BS)純資産合計 ※低いほど財政状況が健全⑨【効率性】どれだけの資産でどれだけの行政サービスを提供しているか(資産が効率的に活用されているか)を表す。 単位：％一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結           -            -            - 17.5 18.2            -算定式：(PL)経常費用／（(BS)有形固定資産＋（BS)無形固定資産） ※経年比較⑩【弾力性】税収等のうち、どれだけが資産形成を伴わない行政コスト（純経常行政コスト）に費消されたのかを示す。 単位：％一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結           -            -            - 129.3 135.7            -算定式：(PL)純経常行政コスト／(NW)税収等 ※高い程資産形成の財源的余裕度が低い⑪【弾力性】税収等のうち、どれだけが資産形成を伴わない行政コスト（純行政コスト）に費消されたのかを示す。 単位：％一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結           -            -            - 129.3 135.6            -算定式：(PL)純行政コスト／(NW)税収等 ※高い程資産形成の財源的余裕度が低い⑫【自律性】行政サービスの提供に対する受益者負担の割合を表す。 単位：％一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結           -            -            - 0.5 5.9            - ※低い程財源充当率が高い⑬【自律性】行政サービスの提供に対する受益者負担の割合を表す。 単位：％一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結 一般会計等 全体 連結           -            -            - 3.1 7.7            - ※低い程財源充当率が高い平成26年度算定式：(PL)経常収益／(PL)経常費用
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